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ACT-I: 2016年に新設された研究プログラム
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• 急速に高度化・複雑化が進む人工知能基盤技術を用いて
多種膨大な情報の利活用を可能とする統合化技術の創出

• 人間と機械の創造的協働を実現する知的情報処理技術の開発
• 分野を超えたビッグデータ利活用により新たな知識や洞察を

得るための革新的な情報技術及びそれらを支える数理的手法
の創出・高度化・体系化

戦略目標

ACT-I 研究領域「情報と未来」

（ JST が情報学全般をカバーすることを研究総括に依頼して、
ACT-I 新設時点での情報学に関わるすべての戦略目標を設定）



ACT-I 研究領域「情報と未来」

「情報と未来」
後藤 真孝（産業技術総合研究所 首席研究員）
専門分野：音楽情報処理

 情報学全般の研究テーマが対象で、幅広い専門分野において新しい挑戦を支援
 情報学における研究開発によって未来を切り拓く気概を持つ若手研究者を支援。
 大学院生（修士・博士）や企業研究者からの応募も歓迎。

戦略的創造研究推進事業
(Advanced Information and Communication Technology for Innovation)
独創的な若手研究者の「個の確立」を支援するプログラム

 募集年4/1時点で35歳未満の年齢制限
 未来開拓型・価値創造型の研究開発

研究期間

研 究 費

１年6ヶ月以内

300万円を標準（最大500万円）

30件 x 3回採択。追加支援 (加速フェーズ) を希望して申請すると、2年間2,000万円の研究費を受けられる可能性有。
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１期生：2016/12～2018/03 (加速：～2020/03)
２期生：2017/10～2019/03 (加速：～2021/03)
３期生：2018/10～2020/03 (加速：～2022/03)



研究総括のねらい



研究総括のねらい
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• 若手個人研究の支援プログラムとして新設された
ACT-I の唯一の研究領域として、

情報学全般をカバーすることを JST が研究総括に依頼し、
研究総括も大切だと考えた

• 3つの戦略目標が包含している
情報学に関わる幅広い専門分野において、

新しい発想に基づいた若手研究者による挑戦的な研究構想を
対象とした

情報学全般における若手個人研究の支援プログラム



インパクトがより一層大きい貢献

戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的
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既成概念にとらわれない
自由な発想

未来を切り拓く多種多様な成果を創出

互いの専門性を活かして連携

専門家・組織等研究者

情報学における研究開発を推進する上で大切なこと

個を確立した研究者



未来を開拓し、
新たな価値を創造することを目指す

個の確立を支援

自由な発想で主導権を握りながら
挑戦的な研究開発を推進する支援

将来の連携の土台となる
人的交流の機会を提供

戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的
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個を確立した研究者

既成概念にとらわれない
自由な発想

未来を切り拓く多種多様な成果を創出

互いの専門性を活かして連携

インパクトがより一層大きい貢献

専門家・組織等研究者

ACT-I「情報と未来」



戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的
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ACT-I「情報と未来」研究総括の目的
• 「戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的」として

1) 若手研究者の「個の確立」を支援する
2) 若手研究者が、自由な発想で主導権を握りながら

挑戦的な研究開発を推進する支援をする
3) 若手研究者による将来の連携の土台となる人的交流の機会を提供する

の三つの達成を目指す
• そのための様々な工夫を研究総括が考案・実施

本研究領域全体として、未来を開拓し、
新たな価値を創造することを目指す



戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的
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• JST による当初設計にはなかった「個の確立」を
ACT-I の中心的なコンセプトとして研究総括が提案して定めた
– その後に JST も ACT-I の制度説明に採用した
– ACT-Iの成功を受けて2019年度に開始された後継プログラム ACT-X でも

「ACT-Xは、若手ならではの独創的なチャレンジや、
若手研究者の研究者としての個の確立を期待するプログラム」

であるという位置づけが持続的に明記されるような価値の中核となった

• ACT-I 研究総括によるコンセプト設定の的確さを示している

個の確立



研究総括のねらい
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• 「科学技術の進歩への貢献や科学技術イノベーション創出」
への期待に応えるには

今後の学術・産業・社会・文化を変えていくような
多種多様な研究開発を、

独創的な発想によっていかに推進するかが重要

未来開拓型・価値創造型の研究開発を支援

• 未来開拓型・価値創造型の研究開発
– 未来を切り拓く研究開発を推進して

人類が現在および未来において直面する問題を解決しつつ
新たな価値を創造



未来開拓型・価値創造型の研究開発
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顕在化した問題

現在
時刻

顕
在

化
度

(対
数

) 未来に顕在化するが
未来予想をしない限り
気づけない問題

未来

現在の問題の重要性は認識しつつ
未来の問題を先取りした研究開発で新たな価値を創造



未来開拓型・価値創造型の研究開発
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個々の研究者による未来予想は多様

情報学全般にわたる多様な課題を採択することが大切

必然的に、それに取り組む若手研究者の専門性も多様に

通常は学会で交流する機会が乏しいので
お互いに切磋琢磨し相互触発する場を設ける意義が深まる

未来社会に貢献する先端研究を推進する研究人材の育成や、
将来の連携につながる研究者のヒューマンネットワーク構築を

促していく効果が高まる

未来に顕在化するが
未来予想をしない限り
気づけない問題



研究課題の選考



応募対象と全体スケジュール
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• 35歳未満で、学生は大学院生に限り応募が可能
• 3年間、毎年30課題を目安に採択

– 標準期間：1年6ヶ月間、300万円
– 加速フェーズ期間：3分の1程度に対して2年間、年間最大1,000万円

JST による指定



応募対象と全体スケジュール
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• 35歳未満で、学生は大学院生に限り応募が可能
• 3年間、毎年30課題を目安に採択

– 標準期間：1年6ヶ月間、300万円
– 加速フェーズ期間：3分の1程度に対して2年間、年間最大1,000万円

JST による指定

• ステージゲートのような制度ではまったくなく、
加速フェーズに進んだから研究が成功で

進まなかったら成功でないという誤解が、
一切生じないようにすること

研究総括が重要だと考えたこと



応募対象と全体スケジュール
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• ステージゲートのような制度ではまったくなく、
加速フェーズに進んだから研究が成功で

進まなかったら成功でないという誤解が、
一切生じないようにすること

• 標準期間こそがACT-Iの支援の中心であることを明示的に告知
– 若手研究者全員が、本研究領域の「卒業生」として誇りを持って、

その後に活躍できるようにした
– もし標準期間後の追加支援を希望する場合には加速フェーズを申請
– さきがけ等に挑戦したり、新たなテーマに挑戦したりしたくなったら

加速フェーズの希望を出さないことも多かった

研究総括が重要だと考えたこと



応募・採択結果
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• 3年間、毎年30課題を採択

書類選考 ＆ 面接選考

応募数 採択者数

１４４名 ３０名
（平均年齢：29.3歳） （平均年齢：29.5歳）

2016年度
１期生

学生 ６名
女性 ７名
外国籍 ２名

応募数 採択者数

１１９名 ３０名
（平均年齢：29.2歳） （平均年齢：29.2歳）

2017年度
２期生

学生 １１名
女性 ４名
外国籍 ５名

応募数 採択者数

８９名 ３０名
（平均年齢：28.9歳） （平均年齢：28.7歳）

2018年度
３期生

学生 １３名
女性 ２名
外国籍 ２名

学生 ３名
女性 ４名

学生 ４名
女性 １名
外国籍 ２名

学生 ６名
外国籍 １名

面接：56名

面接：56名

面接：56名

１期生加速フェーズ
１２名

（平均年齢：29.9歳 @ 2018/4）

２期生加速フェーズ

１１名
（平均年齢：31.4歳 @ 2019.4）

３期生加速フェーズ
１２名

（平均年齢：30.2歳 @ 2020.4）



応募・採択結果
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• 3年間、毎年30課題を採択

書類選考 ＆ 面接選考

応募数 採択者数

１４４名 ３０名
（平均年齢：29.3歳） （平均年齢：29.5歳）

2016年度
１期生

学生 ６名
女性 ７名
外国籍 ２名

応募数 採択者数

１１９名 ３０名
（平均年齢：29.2歳） （平均年齢：29.2歳）

2017年度
２期生

学生 １１名
女性 ４名
外国籍 ５名

応募数 採択者数

８９名 ３０名
（平均年齢：28.9歳） （平均年齢：28.7歳）

2018年度
３期生

学生 １３名
女性 ２名
外国籍 ２名

学生 ３名
女性 ４名

学生 ４名
女性 １名
外国籍 ２名

学生 ６名
外国籍 １名

面接：56名

面接：56名

面接：56名

１期生加速フェーズ
１２名

（平均年齢：29.9歳 @ 2018/4）

２期生加速フェーズ

１１名
（平均年齢：31.4歳 @ 2019.4）

３期生加速フェーズ
１２名

（平均年齢：30.2歳 @ 2020.4）

前年度までの採択者と研究課題が公表されたことで、
クオリティの高い応募でなければ採択されないことが
周知されていった結果、応募数自体は減少したものの、
内容がよく練られて充実した研究提案が多く、
面接時点＆採択された研究課題のクオリティは、
3年間を通じて高い水準だった



採択者の年齢分布
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2016年度
１期生

2017年度
２期生

2018年度
３期生
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平均年齢：29.5歳

平均年齢：29.2歳

平均年齢：28.7歳



選考時の工夫
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• テキストチャットツール (Slack) による
即時性と秘匿性の高いコミュニケーション環境を導入

– 研究総括と領域アドバイザーが活発に意見交換して質疑応答・審議
– JSTの面接審査において前例がなかったが、効果は劇的に優れており、

多くの応募者かつ多様な分野の審査を短時間で適切に実施できた

面接審査時

• 応募書類に以下を追加
– 研究に対する熱意やアイデアの面白さをアピールする欄
– 研究以外の活動実績も自由に書ける欄

書類審査時

（3日間の面接期間の中で可能な限り多くの応募者を審査）



１期生研究者一覧（2016年度採択）
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２期生研究者一覧（2017年度採択）
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３期生研究者一覧（2018年度採択）
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加速フェーズ研究者一覧
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１期生加速フェーズ ２期生加速フェーズ



加速フェーズ研究者一覧
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３期生加速フェーズ



領域アドバイザー



領域アドバイザー
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氏名（敬称略） 所属・役職
五十嵐 健夫 東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授
井上 大介 情報通信研究機構 サイバーセキュリティ研究所 室長
内田 誠一 九州大学 大学院システム情報科学研究院 教授
尾形 哲也 早稲田大学 理工学術院 教授
川原 圭博 東京大学 大学院工学系研究科 教授
河原林 健一 国立情報学研究所 情報学プリンシプル研究系 教授
千葉 滋 東京大学 大学院情報理工学系研究科 教授
土井 美和子 情報通信研究機構 監事
中小路 久美代 公立はこだて未来大学 情報アーキテクチャ学科 教授
原 隆浩 大阪大学大学院 情報科学研究科 教授
松尾 豊 東京大学大学院 工学系研究科 教授
湊 真一 京都大学 大学院情報学研究科 教授

選考・育成・評価を研究総括と共同で担当

五十音順



領域アドバイザー
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• 情報学に関わる幅広い専門分野において、
トップクラスの活躍をされている12名の著名な研究者

• 以下を重視して参画をお願いした
– 専門分野が多様であること
– 新しい発想に基づいた挑戦的な研究を実践してきて

優れた実績を有していること
– 研究の進め方や活躍のされ方に独自性があって

領域アドバイザー全体として多様であること
– 若手研究者支援に情熱を持っていること

人選



領域アドバイザー
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• この12名に参画いただけたからこそ、
多様な専門分野の知見や異分野横断・融合的な視点

に基づくアドバイスが可能となり、
若手研究者からも非常に効果的であると高い評価を

受けている一連の支援を成功させることができた

• 領域アドバイザーの講演を
若手研究者がとても心待ちにするぐらい、

少しでも話を沢山聞きたいと思わせる
魅力的な領域アドバイザーに参画いただくことができて、

研究総括としても深く感謝している



研究領域のマネジメント



研究領域のマネジメント
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① 領域会議
② 担当アドバイザー制
③ 成果発表会「ACT-I先端研究フォーラム」
④ JST関連企画、アウトリーチ活動、自主勉強会企画等

研究課題の進捗状況の把握と評価、指導



研究領域のマネジメント
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領域会議
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• 研究者が研究計画や進捗を発表し、
研究者と研究総括・領域アドバイザーが一同に会して

議論・助言・指導をする非公開の会議
– 将来の連携の土台となるような記憶に残る人的交流の機会を提供

• 多人数の研究者でいかに交流を可能にするかは大きな挑戦
– 年に2回の領域会議に参加する研究者は、最大で約70名になる見通し

• 2016年度：30名、2017年度：60名、2018年度：約70名（2期生＋1期生＋1期生加速）

– 短時間の発表と質疑応答を70件繰り返すだけでは、
お互いに親しくなって記憶に残るような交流は困難

– 研究テーマが多様で異分野交流であることも困難さを増す

年に2回の「領域会議」を合宿形式で開催 （2020年以降は
オンライン会議形式）



領域会議
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• JSTの通常の領域会議では実施されていなかった、
三つの新たな工夫を研究総括が導入したことで、

困難さを克服することに成功
– テキストチャットツール、大型名札、座席指定

困難さを克服する工夫



領域会議：工夫１
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• 全参加者が Slack で常時、コミュニケーションを可能に
– 参加者がフラットかつリアルタイムに発言できる環境

• 発表中に生じた意見・疑問 ・ アドバイス等が、即座に全員に共有される
• 多くの参加者が次々と反応して交流を深めることを実現

テキストチャットツールによる活発な発言環境を構築

左スクリーン：Slackメッセージ
中央スクリーン：研究者プレゼン資料
右スクリーン：タイマー表示



領域会議：工夫１
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• 優れた効果の例
1. 専門分野の遠い発表に対して素朴な疑問を書き込める

• 質疑応答で挙手するよりも、チャットに書き込むのは心理的抵抗が低い
• 専門が近い他の聴衆が補足説明をして、聴衆全体の理解が深まる

2.  活発な議論の引き金になる
• 発表中に書き込まれた質問内容を見て、座長が書き込んだ研究者に発言を促せる

3.  通常の質疑よりも多くのフィードバックが得られて有意義である
• 多数の聴衆が自分の発表をどう思ったのかが可視化され、関連研究指摘も参考になる

4.  臨機応変に発表を進められる
• Slack 内容を読めるように前方の小型スクリーンに表示した結果、

余力のある発表者は、聴衆の疑問に即座に回答しながら臨機応変に発表できた

テキストチャットツールによる活発な発言環境を構築



領域会議：工夫１
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• 研究総括のねらい通り、密度の高いコミュニケーションを達成
– 実質的に質疑応答の時間が数倍～数十倍になったかのような効果
– チャット中にお互いの名前と顔を見て覚えやすくなる効果

• Slack の利用時に姓名と顔写真を設定

• 初回の領域会議での Slack 利用の様子は JST 関係者が視察
– 極めて効果的なコミュニケーションが達成されたことが確認された
– 当初は試用という位置づけで特例的に利用が認められた Slack が、

その後は公式に利用可能になった
• そうした本研究領域のベストプラクティスが、後続の ACT-X を始め

他のプログラムにも波及しており、本研究領域の貢献の一つといえる

テキストチャットツールによる活発な発言環境を構築



領域会議：工夫２
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• はがきサイズの名札に、目立つ大きなフォントで名前を記載
– 親しくなって記憶に残る交流をする上で、

お互いの名前を呼んで声を掛け合うことが重要
– 巨大な名札で、両面に同じ内容を印刷する工夫

• 名札が裏返っても名前を読める

– 採択年度によって色を変えた

• 研究総括のねらい通り、記憶に残るような交流に寄与
– 遠くからでも名前が確認でき、顔と名前を記憶しやすくなる効果
– 採択年度、所属、研究課題名を記載

• お互いに何を研究しているのかを思い出せる状態で、休憩・食事中に交流できる効果

大きく見やすい名札の利用



領域会議：工夫３
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• 発表会場の座席と昼食・夕食時の座席をすべて指定席
– 話したことのない人と話しやすくして異分野交流を促進

• 一般に、知り合い同士や、同じ専門分野の研究者同士で固まって会話をしがち
• 座席の指定によって、それを回避

– 昼食・夕食時の座席：毎回ランダムにし、異なる人と話せる工夫

座席の指定



領域会議：工夫３
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• 発表会場の座席と昼食・夕食時の座席をすべて指定席
– 話したことのない人と話しやすくして異分野交流を促進

• 一般に、知り合い同士や、同じ専門分野の研究者同士で固まって会話をしがち
• 座席の指定によって、それを回避

– 昼食・夕食時の座席：毎回ランダムにし、異なる人と話せる工夫

• 研究総括のねらい通り、より多くの研究者と親しくなり、
交流できる場を提供することに成功した

– 一度話せば、次からは休憩時間等でも話しやすくなり、
連鎖反応的に交流が促進された

座席の指定



領域会議
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1. テキストチャットツールによる活発な発言環境を構築
2. 大きく見やすい名札の利用
3. 座席の指定
4. 各領域会議の最後の振り返り
5. 登壇発表とポスター発表の混合
6. 領域アドバイザートーク・研究総括トーク
7. 卒業生セッション（卒業生からの近況報告）

領域会議の工夫

参加者からはいずれも極めて好評



領域会議
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• KPT法を研究総括が導入して参加者全員で領域会議を振り返り
– 毎回の領域会議の最後に、Slack に5分間で一斉に書き込む

• 平均で約149件が書き込まれた

各領域会議の最後の振り返り



領域会議
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• KPT法を研究総括が導入して参加者全員で領域会議を振り返り
– 毎回の領域会議の最後に、Slack に5分間で一斉に書き込む

• 平均で約149件が書き込まれた

• 得られた意見に基づき、可能な範囲で次の領域会議を改善し、
一層効果的な領域会議を生み出すことができた

– 好評だった改善例（一部抜粋）
• 領域会議での座席配置・座席表の改善
• ポスター発表での工夫（ホワイトボード追加、時間帯の工夫）
• Slack の内容を表示するスクリーンを読みやすく改善

– 最終的にはこれ以上改善できないぐらい領域会議はうまくいっている
という意見も出るようになった

各領域会議の最後の振り返り



領域会議
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• 領域アドバイザーと研究総括が、一人5分の講演（トーク）
– 内容は、若手研究者に向けたメッセージ・アドバイス、研究紹介、

人生経験、趣味的な話題等、毎回、多岐にわたっていた
– 極めて好評で、若手研究者がとても心待ちにする重要企画
– 最終年度は一人40分に拡大して、全アドバイザーと研究総括が講演

領域アドバイザートーク・研究総括トーク

卒業生セッション（卒業生からの近況報告）
• 卒業生が自発的に領域会議に参加し、近況や研究内容を紹介

– 2021年11月の領域会議では、3期生加速フェーズの12名に加えて、
31名もの多くの卒業生が参加



研究領域のマネジメント
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① 領域会議
② 担当アドバイザー制
③ 成果発表会「ACT-I先端研究フォーラム」
④ JST関連企画、アウトリーチ活動、自主勉強会企画等

研究課題の進捗状況の把握と評価、指導



担当アドバイザー制
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• 各研究者に主として指導をおこなう領域アドバイザーを指定
– 多人数の採択者それぞれの研究内容に対して、

より細やかな助言・指導を実現

• 担当アドバイザーによるサイトビジット
– 領域会議と領域会議の間に実施
– 個々の研究者とのより長い個別の研究ディスカッションを通じた

アドバイスの機会を提供
– サイトビジットの報告書には研究総括も目を通し

領域会議等を通じたアドバイスに活かすことができた

より細やかな助言・指導



研究領域のマネジメント
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① 領域会議
② 担当アドバイザー制
③ 成果発表会「ACT-I先端研究フォーラム」
④ JST関連企画、アウトリーチ活動、自主勉強会企画等

研究課題の進捗状況の把握と評価、指導
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ACT-I 先端研究フォーラム ～「情報と未来」研究者講演会 ～

• 研究期間を終了する研究者が研究成果を披露する場

2019年4月20日(土) 日本科学未来館
２期生29名による成果発表を実施

2020年5月15日(金), 16日(土) オンライン
１期生加速フェーズ12名および

３期生29名による成果発表を実施

2018年5月19日(土) 日本科学未来館
１期生30名による成果発表を実施

2021年3月13日(土) オンライン
２期生加速フェーズ11名

による成果発表を実施

2022年3月12日(土) 日本科学未来館
３期生加速フェーズ12名

による成果発表を実施予定

成果発表会
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ACT-I 先端研究フォーラム ～「情報と未来」研究者講演会 ～

• 研究期間を終了する研究者が研究成果を披露する場
– 通常の学会発表とは雰囲気の違う注目が集まる場を用意

• 研究成果をアピールでき、発表する価値が高いと感じられる場を提供することが重要

– プロが演出をして司会をするステージを実現
• 登壇時にインパクトのある映像・音楽による演出
• 全体の最初と最後には、オープニング動画と

クロージング動画が上映されて
通常とは異なる印象を与えることに成功

• 会場で配布されるパンフレットも
魅力的なデザインとした

成果発表会
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ACT-I 先端研究フォーラム ～「情報と未来」研究者講演会 ～

• 研究期間終了時に研究成果を披露する場
– 多人数（一日最大30名）による多様な内容の発表

• 登壇発表 5分間（加速フェーズは10分間）とポスター発表
• 効果的に聴衆に印象づけながら、議論できる機会も提供

– 動画アーカイブ
• 登壇発表を編集し、個別の YouTube 動画として事後公開
• 研究者としての名刺代わりに使えると好評

– 広報
• ホームページ

動画アーカイブ＆ポスターも掲載
• 宣伝用動画

成果発表会
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ACT-I 先端研究フォーラム ～「情報と未来」研究者講演会 ～

• 2020年と2021年はオンライン開催
– COVID-19 対策のため物理空間で集まる開催が不可能

• 登壇発表：日本科学未来館からの YouTube ライブ動画中継を聴衆が視聴する形式
• ポスター発表：Zoom で研究者と直接議論できる形式

• 成果発表会はねらい通りに成功し、多くの参加者を得た
– 産業界や学生も含む幅広い方々へのアピールができた

• 5分間の登壇発表は、一般の方々にもわかりやすく創意工夫された内容
• 企業との接点を得た研究者がいたり、高校生がグループで参加していたりした

– ACT-Iというブランドの確立にも寄与した
• 成果発表会を見て、その後の公募に応募した若手研究者もいた

成果発表会



成果発表会参加者数
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実施日 実施場所
発表者数 発表者

内訳

参加
登録者

外部からの
参加者

企業の
来場者

(名) (名) (名) (%) (名) (%)

2018.5.19(土) 日本科学未来館 30 1期生 30名 249 164 66 76 30

2019.4.20(土) 日本科学未来館 29 2期生 29名 236 128 59 51 24

2020.5.15(金)
-16(土) オンライン 41 1期生加速 12名

3期生 29名 504 441 88 123 24

2021.3.13(土) オンライン 11 2期生加速 11名 230 181 79 42 18

2022.3.12(土) 日本科学未来館 12 3期生加速 12名 開催予定



研究領域のマネジメント
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① 領域会議
② 担当アドバイザー制
③ 成果発表会「ACT-I先端研究フォーラム」
④ JST関連企画、アウトリーチ活動、自主勉強会企画等

研究課題の進捗状況の把握と評価、指導
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• 本研究領域の研究者は、JSTの各種イベントや関連機関の
企画等に積極的に参加し、アウトリーチ活動に努めた

– 新技術説明会
– 文部科学省 情報ひろばサイエンスカフェ
– JSTフェア
– CEATEC
– サイエンスインパクトラボ
– 日本科学未来館の常設展示（2019年11月～）
– 応用数学研究会（ACT-I研究者同士の勉強会）

JST関連企画、アウトリーチ活動、自主勉強会企画等



主な領域活動
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年度
領域活動

領域会議 担当アドバイザーによる
サイトビジット 成果発表会 その他

2016 １．千葉/12月・1期生 １．1-3月・1期生 ー ー

2017 ２．東京/6月・1期生
３．千葉/11月・1期生+2期生

２．7-10月・1期生
３．1-3月・2期生 ー 第1回応用数学研究会・

12名

2018 ４．千葉/6月・1期生加速+2期生
５．千葉/11月・1期生加速+2期生+3期生

４．7-10月・1期生加速+2期生
５．1-3月・1期生加速+3期生 １．東京/5月・1期生

新技術説明会/5月・1名
JSTフェア/8月・1名
情報ひろば/7,10,3月・3名
第2回応用数学研究会・9名
第3回応用数学研究会・8名

2019 ６．千葉/6月・1期生加速+2期生加速+3期生
７．千葉/11月・1期生加速+2期生加速+3期生

６．7-10月・1期生加速+2期生加速
+3期生

７．1-3月・2期生加速
２．東京/4月・2期生

情報ひろば/9月・1名
CEATEC/10月・2名
日本科学未来館 常設展示

/11月～・2名

2020 ８．オンライン/6月・2期生加速+3期生加速
９．オンライン/11月・2期生加速+3期生加速

８．7-10月・2期生加速+3期生加速
９．1-3月・2期生加速(コロナ延長)

+3期生加速

３．オンライン/5月・
1期生加速+3期生

４．オンライン/3月・
2期生加速

サイエンスインパクトラボ
/8-3月・2名

2021
１０．オンライン/6月・2期生加速(コロナ延長)

+3期生加速
１１．オンライン/11月・3期生加速

１０．7-10月・
2期生加速(コロナ延長)+3期生加速

５．オンライン/3月・
3期生加速

サイエンスインパクトラボ
/8-3月・1名



人材の輩出・成長



キャリアアップの状況
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• 研究期間中の昇任者は
標準期間で 13名 （総数88名の15%）
加速フェーズ期間で 20名 （総数35名の57%）

となり、その能力や実績が高く評価されている



キャリアアップの状況
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• 研究期間中の昇任者は
標準期間で 13名 （総数88名の15%）
加速フェーズ期間で 20名 （総数35名の57%）

となり、その能力や実績が高く評価されている

• 本研究領域での活躍によって
研究期間終了後に昇任した研究者も多い

– 上記の研究期間中も含め、連絡を受けて判明している範囲だけでも、
少なくとも50名以上がキャリアアップ



研究者の活躍
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• JST研究プログラムでの領域アドバイザーに選出
– ACT-X の領域アドバイザーとして若手研究者を指導

• 森前 智行 研究者（1期生）：ACT-X「数理・情報のフロンティア」2019年度
• 馬場 雪乃 研究者（1期生）：ACT-X「AI活用で挑む学問の革新と創成」2020年度

• 国内外の顕彰・受賞が多数
– 多様な専門性に基づいて多彩な活躍、様々な分野の学会

• 国際会議での招待講演が多数
– 若手研究者として国際的に活躍

• プレスリリース
– JSTと研究者の所属機関等が共同で5件



研究者同士のコラボレーション
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• 若手研究者同士のコラボレーションが、自発的に次々と発生
– 領域会議等での人的交流の機会を提供する様々な工夫が有効に機能し、

活発なコミュニケーションが達成された結果
– 専門性が多様なので、異分野融合・連携・協力の形となることも多い
– 代表的な事例だけでも12件以上

研究課題間の連携、異分野融合・連携・協力

・井上 中順 研究者 × 松井 勇佑 研究者 × 牛久 祥孝 研究者
共同オーガナイザとして国際ワークショップを提案・採択

・中山 悠 研究者 × 原 祐子 研究者
共著で論文誌1件、国際会議論文3件

・伊藤 伸志 × 平原 秀一 研究者 × 相馬 輔 研究者
共著で国際会議論文1件 (NeurIPS 2020 spotlight)

・千葉 直也 研究者 × 今倉 暁 研究者
共著で国際会議論文2件 (いずれも受賞)

・中山 悠 研究者 × 西尾 理志 研究者
共著で論文誌1件、国際会議論文3件

・河瀬 康志 研究者 × 小林 佑輔 研究者 × 山口 勇太郎 研究者
共著で論文誌1件

・鈴木 雄太 研究者 × 佐々木 勇和 研究者
共著で論文誌1件

・中山 悠 研究者 × 桂井 麻里衣 研究者
共著で国際会議論文3件

・西尾 理志 研究者 × 米谷 竜 研究者
共著で国際会議論文2件

・牛久 祥孝 研究者 × 中山 悠 研究者
共著で国際会議論文1件

・馬場 雪乃 研究者 × 河瀬 康志 研究者
共著で国際会議論文1件

・髙谷 剛志 研究者 × 鄭 銀強 研究者
共著で国際会議論文2件



研究者同士のコラボレーション
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• 若手が国際ワークショップを主催して成功を収めた事例
– コンピュータビジョン分野のトップ国際会議 ICCV 2019 に

ACT-I 若手研究者 3名が中心となってオーガナイザとして
独自の国際ワークショップを提案し、採択されて主催

• 「Multi-Discipline Approach for Learning Concepts
- Zero-Shot, One-Shot, Few-Shot and Beyond -」

• ゼロショット学習を研究していた
井上 中順 研究者（1期生加速フェーズ）が中心となり、
松井 勇佑 研究者（1期生加速フェーズ）および
牛久 祥孝 研究者（2期生加速フェーズ）と連携して

主導権を握りながら、海外の著名な研究者も巻き込んで国際連携をして実現した
• 国際ワークショップに併せて学術データセット「Few-Shot Verb Image Dataset」も

一般公開し、新たな研究コミュニティ創成のための重要な貢献をした

研究課題間の連携、異分野融合・連携・協力



研究領域としての
戦略目標の達成状況



達成状況
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• 「戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的」として
達成を目指した

1) 若手研究者の「個の確立」を支援する
2) 若手研究者が、自由な発想で主導権を握りながら

挑戦的な研究開発を推進する支援をする
3) 若手研究者による将来の連携の土台となる人的交流の機会を提供する

が、いずれもねらい通りに達成された

研究総括のねらいに対する研究成果の達成状況

情報学全般をカバーする多様な専門性を持った
若手研究者の活躍により、

本研究領域全体として大きな成果を得ることができた



達成状況
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領域アドバイザーによる本研究領域を評価する意見
・まさに情報学の未来を開拓する気鋭の若手を輩出できた。
・たくさんのすばらしい研究成果につながって大変よかった。
・新たな研究トピックの存在を見つけ出すことや、その価値や意義を見出すことにキラキラした若者を

目の当たりにして、研究者の未来が明るいと感じた。
・ACT-I で得た経験を、新たなアカデミックポジションや、ビジネスの場面等においても展開しようと

していて、「人を育てられる人材」の育成にも貢献している。
・真の意味での異分野連携の可能性が見える取り組みであった。
・本当に多様な分野の若手研究者が、互いの研究を知り共有することで、個別領域のステレオタイプの

価値観に囚われない、新しい研究の方向性、共創が生まれたことが大きい。
・分野を超えたコラボレーションにより、モデルやアプローチ、理論など、独自の世界観を構築した

若手研究者が多数輩出された。
・集めた分野が広すぎず、狭すぎず、コラボレーションが生まれやすい枠組みだった。
・領域会議の運営で Slack を活用し活発な意見交換を行い、研究者間の共同研究の誘発につなげた。
・Slack 活用で領域会議運営への意見を毎回収集し改善し、活発な研究につながった。
・多様な JST ACT-X 発足などに繋がったのも凄い。
・JST「さきがけ」に比べると一回り若くてやんちゃな研究者が集まって、勢いよく伸びていくのを

見ることができた。
・若手研究者の多くが「さきがけ」などの次のステップに移るための成長を促せたこと、若手研究者同士

の連携によって今後の情報学分野を支える人材のコミュニティを構築できたことが大きな資産である。
・既存の大学組織や研究所組織からは独立したバーチャルな組織を作って、そこに日本中から将来性の

高い若手研究者を集めて相互に切磋琢磨する場を作れることを証明したのが一番の成果である。

（抜粋の上、要約して例示）
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• 本研究領域での「個の確立」を含む様々な支援が効果的で
あったかは、実際に個々の研究者がどう感じているかも重要
– 2021年11月にアンケート調査を実施し

64名（卒業生52名、現役生12名）から期限内に回答を得た
– 61名（95%）の研究者が、ACT-I 研究を通じて

「個の確立」につながったと感じることを回答していた（以下、抜粋・要約）

若手研究者の「個の確立」と本研究領域の効果

・ACT-Iの研究テーマで多くの成果に恵まれ、分野内で「○○ならこの人」とはっきり認識されるようになった。
・ACT-I研究成果が世界的に認知され、海外の複数の有力な研究所から招待講演の依頼を得た。
・専門家の間で名前が認識され、セミナーや招待講演に呼ばれるようになった。
・自身の分野のトップ国際会議でエリアチェアを任されるようになった。
・自身の分野における情報学・データ科学応用の若手第一人者という立場が確立できた。
・ACT-Iをきっかけに自分単独で他の研究者や企業と共同研究をする機会が増えた。
・自らの研究を俯瞰して考えることができるようになり、企業から個人宛に連絡をいただく機会が増えて、

外部から見える研究者になりつつあると感じた。
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若手研究者の「個の確立」と本研究領域の効果
・ACT-Iを獲得した経験から現在も自身で研究テーマを立案し研究を推進している。
・ACT-I採択時にもっていたアイデアを開花させ、その多方面の展開を図り、ACT-I現役中に吸収したものが

次第に「自分らしい研究スタイル」に収束してきた。
・指導教員の先生の興味のサブセットを研究している、という感覚からどこか抜け出せずにいたが、

「私自身の研究」と呼べるものが自分の中に形作られた。
・自身の得意技と言えるような技術の確立・発展ができた。
・研究テーマを選ぶ上でも、業界で流行っているからという観点ではなく、自分にしかできないからという

観点で選ぶようになった。
・研究者として自身の分野だけでなく他分野のことも（ある程度）理解したうえで、自身の分野がどのように

貢献できるかを考えて提案することによって、情報系の他分野の研究者との人的ネットワークが構築できた。
・研究期間終了後もACT-Iを通じて出会えた研究者とのコラボレーションが複数続いており、新たな予算や

テーマなどに結び付いている。

ここから下は「ACT-I 研究を通じて良かったこと」についての回答（抜粋の上、要約して例示）
・ACT-Iに採択されなければ絶対に出せなかった成果を出すことが出来た。
・研究者との議論がここ数年考えていた問題を解決する大きな契機となった。
・異分野の研究者の方々と議論できたことが特に良かった。似た研究課題が他の分野にもあることを知って

研究のアイデアになった。
・研究の新展開が生まれたことはもちろん、日常的な学会の交流などでは知り合えない多様なバックグラウンド

の研究者と交流するきっかけを得られたことはとても大きな経験だった。
・プログラム設計が素晴らしく、領域会議、サイトビジット、成果発表会などの場で色々と勉強になった。
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若手研究者の「個の確立」と本研究領域の効果
・Slackの導入も今では当然だが当時は先進的で、コミュニケーションが取りやすい工夫も沢山していただけた。
・様々な分野の研究者と知り合えた。ACT-Iのように分野横断型かつメンバーの結びつきが強い会議でなければ、

これほど知り合いが増えなかった。
・ACT-Iを通じて同世代の優秀な研究者や、優秀な領域アドバイザーの先生方とのつながりが一気にできた。
・他専攻・大学・研究機関の情報系研究者とのつながりを持つことができた。大学院生だと研究室外のつながり

を持つことが容易ではないので、他の研究者との交流を通して研究に対する見方を広げることができた。
・それまでに全く知らなかった研究内容、研究に取り組む姿勢や「スタイル」、さらにもっと広くいえば研究者

としての様々な生き方を、密接な交流を通じて知ることができて、本当に良かった。同じ「情報系」でも、
みなさんの研究の特色がいかに多様であるか、身をもって知ることができた。

・同じ情報系でも、こんなに毛色が違うのか、こんな若手がいるのかと衝撃を受け、上には上がいるなと改めて
実感した。その一方で、どこか負けたくないという気持ちもあり、この中でどのように個を確立するべきかを
自問自答しながら研究に向き合えた。

・他大学、他研究室の学生や先生方のご活躍を見て良い刺激になり、もっと研究を頑張ろうという
モチベーションを維持できた。

・著名な領域アドバイザーから貴重なアドバイスをいただけたことと、同年代の優秀な研究者と知り合い議論
することができたことが非常に有意義だった。

・他の研究者、研究総括および領域アドバイザーの先生方からの有益かつ鋭いアドバイスを多数いただけた。
・経験のある領域アドバイザートークの内容が素晴らしく、毎回研究だけでなく人間的な視野が広がった。
・半年に一回の領域会議も楽しみで仕方なかった。
・卒業後にも領域会議に参加できたのはよかった。
・研究者人生における大切な財産になった。
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• 本研究領域では、幅広い専門性に基づく多様な研究成果が
創出できていることが大きな特長となっている

– それが端的にわかる 3件を例示する
• 伊藤 伸志 研究者（3期生加速フェーズ）

「部分的フィードバックに基づくオンライン凸最適化」
• 鳴海 紘也 研究者（3期生加速フェーズ）

「デジタルファブリケーションによる生体模倣インタフェースの構築」
• 塩川 浩昭 研究者（2期生加速フェーズ）

「Data Skewnessを捉えた超高速・省メモリな大規模データ処理」



研究成果の多様性と実績の高さを示す事例１

69

伊藤 伸志 研究者（3期生加速フェーズ）
「部分的フィードバックに基づくオンライン凸最適化」

• 機械学習のトップ国際会議 NeurIPS (Annual Conference on Neural Information Processing Systems) に、
2019年～2021年の 3 年間で異例に多い 8 件の主著論文 (4件は単著) が採択された。
NeurIPS 2020 の 3 件はいずれも spotlight presentation 枠 (全投稿論文中上位約4%) で採択。
他のトップ国際会議 COLT 2021と AISTATS 2020 にも単著論文が採択された。

• ACT-I研究が高く評価されて、所属組織のNEC (日本電気株式会社) では2018年に主任から
特別研究員に昇進し、企業に勤めながら2020年に東京大学大学院 情報理工学研究科
博士課程を短縮修了して、博士の学位を取得した。
さらに東京大学大学院 情報理工学系研究科 研究科長賞を受賞した。
その後、ACT-Iの加速フェーズ期間中の2021年に、NECの主幹研究員に昇進した。

• 研究テーマのオンライン最適化は、評価指標が不確定な中で意思決定を繰り返して
逐次的に戦略を改善するための数理モデルである。その最適化問題において、目的
関数の情報について部分的なフィードバックしか得られないという現実的な問題を設
定し、その部分的なフィードバックのもとでのオンライン凸最適化問題を考察して、
ある意味での最適なアルゴリズムの開発と最適性の証明に成功。特定環境下における
最適なアルゴリズムが何かという従来の理論研究の問題意識に対し、産業応用を視野
に入れて、未知・多様な環境で有効なアルゴリズムを研究した点に独自性がある。
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鳴海 紘也 研究者（3期生加速フェーズ）
「デジタルファブリケーションによる生体模倣インタフェースの構築」

• ヒューマン・コンピュータ・インタラクション分野のトップ国際会議ACM UIST (ACM
Symposium on User Interface Software and Technology) に2019年と2020年の2年連続で論文が採択。
査読付き国内会議WISSに2019年から2年連続で論文が採択、主著論文が最優秀論文
賞を受賞。ACM UIST 2020、ACM UbiComp 2019、IEEE RoboSoft 2020でも受賞。

• ACT-I研究が高く評価されて、所属組織の東京大学では、2020年3月に博士の学位を
取得すると共に、東京大学 総長賞 (東京大学の学生として、学業、課外活動、社会活動等において特に顕著な
業績を挙げ、他の学生の範となり、名誉を高めた者を表彰) ならびに東京大学大学院 情報理工学系研究科
研究科長賞を受賞した。
ACT-Iの加速フェーズ期間中の2020年に助教となり、2021年に特任講師に昇任した。

• 研究テーマの生体模倣インタフェースの構築では、人間の肌のように一度傷ついても
勝手に修復する自己修復素材を用いたインタフェースを開発した。自己修復ポリマー
内部に導電材料を分散させて複合素材とし、動き・感じ・傷が治るインタフェースデ
バイスを実現。さらに、サナギが成虫に変わるような生体の形態変化に着目し、3D
モデルをカブトムシのサナギのように折りたたんだ状態で印刷した後に構造物を展開
する技術や、折り紙の機構を備えた家具などの設計・シミュレーション・製造を支援
するソフトウェア、複雑な折り紙のパターンを自動的に折る技術の開発に成功した。
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塩川 浩昭 研究者（2期生加速フェーズ）
「Data Skewnessを捉えた超高速・省メモリな大規模データ処理」

• 人工知能のトップ国際会議 AAAI 2021 (AAAI Conference on Artificial Intelligence) と IJCAI 2019 
(International Joint Conference on Artificial Intelligence) に主著論文が採択された。他にも、データベ
ースに関する国際会議DEXA(採択率20～21%)に、2018年と2020年で計4本の論文が採択。
国際的に顕著な実績が高く評価され、日本データベース学会 上林奨励賞を受賞。

• ACT-I研究が高く評価されて、所属組織の筑波大学では、ACT-Iの加速フェーズ期間中
の2020年に、助教から准教授に昇任した。さらに2020年11月から、JSTさきがけ
「IoT が拓く未来」研究領域に採択され、ACT-I研究を発展させた研究課題を推進して
いる。ACT-I成果がきっかけでオーストラリアのグリフィス大学をはじめとした複数
の国際共同研究が始まり、その成果は国際会議WISE 2020 (採択率20%)に採択された。

• 研究テーマの大規模データ処理では、実世界のデータの中に含まれているデータ分布
の偏りや属性間の従属性などといったデータの偏り (Data Skewness) に着目し、その
Data Skewnessを捉えることで既存のデータ処理アルゴリズムを再設計し、高速かつ
省メモリなアルゴリズムを開発した。決定的アルゴリズムの性質に基づいたData 
Skewness Cachingと呼ばれる高速化手法を提案し、属性付きグラフや不確実グラフ
といった多様なグラフデータに対する分析アルゴリズムの高速化や、全点対計算やデ
ータベース検索処理などを含む多次元データ処理アルゴリズムの高速化に成功した。
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• 本研究領域では、幅広い専門性に基づく多様な研究成果が
創出できていることが大きな特長となっている

– それが端的にわかる 3件を例示する
• 伊藤 伸志 研究者（3期生加速フェーズ）

「部分的フィードバックに基づくオンライン凸最適化」
• 鳴海 紘也 研究者（3期生加速フェーズ）

「デジタルファブリケーションによる生体模倣インタフェースの構築」
• 塩川 浩昭 研究者（2期生加速フェーズ）

「Data Skewnessを捉えた超高速・省メモリな大規模データ処理」

– これら3例以外にも、同様に突出した実績を築いた研究者は多く、
優れた研究成果が多数創出されている

• 成果発表会「ACT-I先端研究フォーラム」のホームページにおいても
魅力的に紹介されている



本研究領域での研究に続く研究資金の獲得状況

73

• JSTに関連した研究プログラムに関してだけでも計 37 件採択
– AIPネットワークラボ 1件、さきがけ 24件、ACT-X 6件、

創発的研究支援事業 4件、CREST 2件 （CREST以外は研究代表者）

2017年度：3件
さきがけ「社会デザイン」 １件
さきがけ「量子機能」 １件
CREST「植物頑健性」 １件

2018年度：1件
さきがけ「社会デザイン」 １件

2019年度：10件
さきがけ「IoT」 ４件
さきがけ「人とインタラクション」 ２件
さきがけ「数理構造活用」 １件
ACT-X「数理・情報」 ３件

2020年度：11件
AIPネットワークラボ（加速課題） １件
さきがけ「IoT」 ２件
さきがけ「信頼されるAI」 ２件
さきがけ「数理構造活用」 １件
さきがけ「量子情報処理」 １件
ACT-X「数理・情報」 ２件
ACT-X「AI活用学問革新創成」 １件
創発的研究支援事業 １件

2021年度：12件
さきがけ「信頼されるAI」 ３件
さきがけ「ICT基盤強化」 ２件
さきがけ「数理構造活用」 ２件
さきがけ「IoT」 １件
創発的研究支援事業 ３件
CREST「S5基盤ソフト」 １件
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• 「戦略目標に基づいて設定した研究総括の目的」が達成され
成果の創出に十分に貢献

• 研究領域としての研究マネジメントは優れた効果を達成
– 情報学全般にわたる多様な課題を採択することを重視した選考方針が適切
– 12名の著名な領域アドバイザーの構成はまさに理想的で適切
– 前例踏襲が不可能で、研究総括によるゼロからのデザインが求められたが、

様々な工夫を導入しながら本研究領域の価値を効果的に引き出すことに成功

• 研究領域としての戦略目標の達成に資する成果の創出に貢献
– 研究者が多様な形で「個の確立」に向けて大きく成長し、高水準の成果を創出
– 研究者同士のコラボレーションを活発にでき、異分野融合を促進し成果を創出

• 研究領域設定は極めて妥当
– 若手研究者自身が、本研究領域から高い価値を引き出して生き生きと活躍
– ACT-Iが若手支援プログラムのあり方を切り拓き、その成功によりACT-Xが新設


